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池⽥元
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
池⽥ 元（いけだ はじめ、1962年12⽉[1] - ）は、
⽇本の⼀般社団法⼈ 随筆春秋[注 1]の代表理事[2]

である。随筆春秋 事務局内では荒川⼗太の筆名
を⽤いている[2]。読みは「あらかわ とおた」。⽣
業として、有限会社研修設計の代表取締役を務め
ている[1]。

池⽥ 元は、愛媛県松⼭市の出⾝である。祖⺟⽅
の先祖は代々、藩の剣術指南役を務めている。元
禄時代には、⾚穂浪⼠である堀部安兵衛と不破数
右衛⾨が切腹した際の介錯⼈を務めた。その先祖
の名を荒川⼗太夫という。池⽥の筆名 荒川⼗太は
これに由来する。池⽥は、その先祖から数えて10
代⽬の⼦孫にあたる[3]。

藩から介錯⼈を拝命するというのは、当時では⼤
変名誉なことであった。このエピソードは、講談
「荒川⼗太夫」や、浪曲「ほまれの三百⽯」で、
現在も語り継がれている。講談師の神⽥松鯉（⼈
間国宝）や神⽥伯⼭が、その「荒川⼗太夫」を好
んで⼝演する。2022年10⽉歌舞伎座「⼗⽉⼤歌舞
伎」では、この講談をもとにした新作歌舞伎『⾚
穂義⼠外伝の内 荒川⼗太夫』が上演された。主
演は、尾上松緑である[3][4]。

令和4年度⼤⾕⽵次郎賞に『⾚穂義⼠外伝の内 
荒川⼗太夫』が決定した。⽵柴潤⼀の脚本であ
る。2022年12⽉13⽇付けで歌舞伎公式ホームペー
ジ「歌舞伎 on the web」で発表された[5]。

さらに「荒川⼗太夫」は2024年の歌舞伎座「壽 
初春⼤歌舞伎」で再演されたが、その際、歌舞伎
座Web講座[注 2]の中でフリーアナウンサーの吉崎
典⼦から「この荒川⼗太夫は実在の⼈物で、（そ
の荒川⼗太夫から数えて）⼗代⽬の池⽥元さん
は、おばあさんから介錯のときの様⼦を伝え聞い
ていたそうです」と紹介された[注 2]。
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チャンネル ■同⼈誌 随筆春秋チャンネル
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活動期間 2021年 ‐

ジャンル 純⽂学、エッセイ

随筆春秋の現在のロゴ（早坂暁の揮
毫）

イラストレーターのもりいくすおが、荒川⼗太夫
を描いている。モデルは、テレビでこの役を演じ
た俳優の渡辺謙である。このもりいくすおとの縁
がきっかけで、池⽥は、⾚穂浪⼠の⼦孫や関係
者、歴史研究者らと知⼰を得た。そこにエッセイ
ストの近藤健がいた。

その縁で、池⽥は現在、⼀般社団法⼈随筆春秋の
代表理事を務めている[2]。

近藤健と池⽥元は奇縁で結ばれている。

⼤⽯内蔵助以下四⼗七⼈の⾚穂義⼠が、本所‧吉良邸へ討ち⼊ったのは、元禄15年(1702)12⽉
のことである。その前年、江⼾城松の廊下で藩主浅野内匠頭が起こした刃傷事件の敵討ちであ
る。義⼠たちは吉良上野介の⾸級をあげ、みごと本懐を遂げる。世にいう「吉良邸討⼊り」で
ある。その後、⼤名四家にお預けとなった義⼠たちは、翌年2⽉に切腹を命じられる。

義⼠切腹に際し、熊本藩邸にお預けになっていた堀部弥兵衛（安兵衛の⽗）の介錯を⾏ったの
が⽶良市右衛⾨で、近藤健はその13代後の⼦孫にあたる。⼀⽅、松⼭藩邸では堀部安兵衛と不
破数右衛⾨の介錯を荒川⼗太夫が⾏っている。池⽥元は⼗太夫の10代⽬の⼦孫になる。⼆⼈の
末孫は、奇しくも堀部弥兵衛‧安兵衛親⼦の介錯を⾏っている。のちに近藤と池⽥は、⾚穂義
⼠研究家の佐藤誠を介して知⼰となった。

すでに随筆春秋の事務局員であった近藤の勧めもあり、池⽥が⼊会する。その後、池⽥は随筆
春秋の法⼈化を図り、⼀般社団法⼈随筆春秋を⽴ち上げ代表理事に、近藤は同⼈誌随筆春秋の
代表として現在に⾄っている。 

佐藤愛⼦（直⽊賞作家）の夫 ⽥畑⻨彦（筆名）は、かつて社員教育の会社を経営していた。そ
の⽥畑の特異な⾦銭感覚が災いし、結局会社は倒産し多額の借⾦を抱えてしまう。

妻である佐藤愛⼦が⾺⾞⾺のように働きそれを返済していく。佐藤愛⼦の⼩説『戦いすんで⽇
が暮れて』[注 3]『晩鐘』[注 4]などにそのことが描かれている。

⼀⽅、池⽥は⽥畑の社員教育の流れをくむ会社に在籍していたことがある。佐藤愛⼦の『晩
鐘』執筆にあたり、池⽥が資料としてそのあたりのことをまとめて報告した。

『晩鐘』の第6章には、池⽥が提供したその⽂章の⼀節が、訂正なしで掲載されている。

池⽥は、そんな佐藤愛⼦の配慮に感激し望外の喜びを感じた、と述懐している。

エピソード

池⽥元と近藤健

直⽊賞作家佐藤愛⼦との関わり

池⽥の提供した⽂章が佐藤愛⼦の著作で使われた

https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://ja.wikipedia.org/wiki/2021%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%94%E6%96%87%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B%E3%83%AD%E3%82%B4%E7%99%BD%E5%9C%B0.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B%E3%83%AD%E3%82%B4%E7%99%BD%E5%9C%B0.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A9%E5%9D%82%E6%9A%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%82%E3%82%8A%E3%81%84%E3%81%8F%E3%81%99%E3%81%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%92%E5%B7%9D%E5%8D%81%E5%A4%AA%E5%A4%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BF%B3%E5%84%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A1%E8%BE%BA%E8%AC%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%82%E3%82%8A%E3%81%84%E3%81%8F%E3%81%99%E3%81%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%A9%82%E6%B5%AA%E5%A3%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E8%88%AC%E7%A4%BE%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E7%9F%B3%E8%89%AF%E9%9B%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%A9%82%E4%BA%8B%E4%BB%B6%E3%81%AE%E4%BA%BA%E7%89%A9%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E8%89%AF%E9%82%B8%E8%A8%8E%E3%81%A1%E5%85%A5%E3%82%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E3%81%AE%E5%BB%8A%E4%B8%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E9%87%8E%E9%95%B7%E7%9F%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E8%89%AF%E7%BE%A9%E5%A4%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%A9%82%E4%BA%8B%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%8A%E6%9C%AC%E8%97%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E9%83%A8%E9%87%91%E4%B8%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E9%83%A8%E6%AD%A6%E5%BA%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8B%E9%8C%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B1%B3%E8%89%AF%E5%B8%82%E5%8F%B3%E8%A1%9B%E9%96%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B1%B1%E8%97%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E9%83%A8%E6%AD%A6%E5%BA%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E7%A0%B4%E6%AD%A3%E7%A8%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E7%A0%B4%E6%AD%A3%E7%A8%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8B%E9%8C%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%92%E5%B7%9D%E5%8D%81%E5%A4%AA%E5%A4%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E9%83%A8%E9%87%91%E4%B8%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E9%83%A8%E6%AD%A6%E5%BA%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%A9%82%E4%BA%8B%E4%BB%B6%E3%81%AE%E4%BA%BA%E7%89%A9%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%A9%82%E4%BA%8B%E4%BB%B6%E3%81%AE%E4%BA%BA%E7%89%A9%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B4%E6%9C%A8%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E7%95%91%E9%BA%A6%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)


旧随筆春秋公式ホームページに紹介されていた。 

池⽥の提供した部分（下線部分）

だが今までとは違う活気が全⾝に漲っている様⼦を⾒ると、これが本来、彼が⽣
きるべき道筋で、彼は遠廻りをしたけれどもやっとその途に辿りついたのかもし
れないと⼈に思わせた。

ソノサービスでは毎⽉、新しい製品を作り、そのパンフレットや⾒本品を持って
営業部員が会員を廻る。「⼗三の販売の魔術的公式」や「管理者⾃⼰開発プログ
ラム」や、「聞き⽅、話し⽅講座」などである。その中にはアメリカの企業教育
家の教材を翻訳したものもあれば、企業の成功者の回顧談を集めたものや経済評
論家や教育家に依頼して商品化する教材もある。英語を翻訳出来るほどの語学⼒
はなく、経済に精通しているわけでもない⾠彦は、実務家としての⼒は何もなか
った。彼はただ、それまでの交友関係の中から、語学に堪能な者や経済の動向に
詳しい⼈物などを選び出しては企画部に招聘したり講演会に講師を頼むなど、そ
れなりに忙しそうに動き廻っていた。

「やけに忙しそうだけど、どんなことしてるの？」

と杉は訊いた。

「⼀⼝にはいえないよ。企画全般だよ」

⾠彦は答える。

――佐藤愛⼦著『晩鐘』第6章より抜粋

 

⽂中の「⾠彦」というのが佐藤愛⼦の元夫、⽥畑⻨彦（筆名）である。新⼈賞作家でもあっ
た。「杉」が、佐藤愛⼦である。

「ソノサービス」というのがその⽥畑が起こした会社である。現実には、「⽇本ソノサービスセ
ンター」という名称であった。産業教育の教材を販売する会社である。

⽥畑は、東急電鉄の社⻑も務めた実業家篠原三千郎（東急電鉄創業者五島慶太の盟友）の⼦息
として、銀のスプーンをくわえてこの世に⽣を受けた。それが、会社を倒産させ、多額の借⾦
を抱えることになる。

佐藤愛⼦の直⽊賞受賞作『戦いすんで⽇が暮れて』にもこのあたりのことが描かれている。

佐藤愛⼦は『晩鐘』を書き上げたことで、やっと⽥畑⻨彦を⼈として理解し、受け⼊れること
ができるようになった、とその旨、同書の「あとがき」などに著している。

随筆春秋

主な関係者⼀覧

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E7%95%91%E9%BA%A6%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%AF%A0%E5%8E%9F%E4%B8%89%E5%8D%83%E9%83%8E&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%80%A5%E9%9B%BB%E9%89%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E5%B3%B6%E6%85%B6%E5%A4%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B4%E6%9C%A8%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%88%A6%E3%81%84%E3%81%99%E3%82%93%E3%81%A7%E6%97%A5%E3%81%8C%E6%9A%AE%E3%82%8C%E3%81%A6&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E7%95%91%E9%BA%A6%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B


随筆春秋第57号 （2022年3⽉） 題
字は、早坂暁。

堀川とし（実業家、随筆春秋創設者）[6][7]

堀川とんこう（プロデューサー、演出家）[6][7]

⾼⽊凛（脚本家）[6][7]

斎藤信也（元朝⽇新聞記者、元随筆春秋代表）[6][7]

斎藤智⼦（元朝⽇新聞記者、皇室担当）[6][7]

佐藤愛⼦（直⽊賞作家）[6][7]

遠藤周作（芥川賞作家）[6][7]

⾦⽥⼀春彦（⾔語学者、国語学者）[6][7]

早坂暁（脚本家）[6][7]

北杜夫（芥川賞作家）[6][7]

布勢博⼀（脚本家）[6][7]

⽵⼭洋（脚本家）[6][7]

中⼭庸⼦（エッセイスト、イラストレイター）[6][7]

近藤健（随筆春秋 代表）[6]

正倉⼀⽂（随筆春秋 事務局⻑）[6]

 （太字｜存命⼈物） 

1. ^ 「随筆春秋」とは、「随筆」つまりエッセイを、「春秋」つまり春夏秋冬、ようするに１年
中、引いては、傍らに置いて、⼀⽣、愛し続ける、というのが、⾔葉の本来的な意味合いで
ある。「春」と「秋」の年２回、同⼈誌を発刊するから「随筆春秋」という、というのは俗
説である。

2. ^ a b 歌舞伎座Web講座とは、講師となっている吉崎典⼦（フリーアナウンサー）などが、
その豊富な知識を拠り所に、歌舞伎の物語に関するもろもろを分かりやすく解説する、有料
のサービスである。客席に備えられたイヤホンで聞くことができる。◆吉崎典⼦のイヤホン
ガイド解説 ‐ 歌舞伎座Web講座 
https://earphoneguide.stores.jp/items/657265e416b7bc0875a14822

3. ^ 佐藤愛⼦の直⽊賞受賞作品である。受賞当時45歳。

脚注

注釈

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:2022%E5%B9%B43%E6%9C%88%E7%99%BA%E5%88%8A%E3%80%8C%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B%E3%80%8D%E7%AC%AC57%E5%8F%B7.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:2022%E5%B9%B43%E6%9C%88%E7%99%BA%E5%88%8A%E3%80%8C%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B%E3%80%8D%E7%AC%AC57%E5%8F%B7.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A9%E5%9D%82%E6%9A%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9F%E6%A5%AD%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E5%B7%9D%E3%81%A8%E3%82%93%E3%81%93%E3%81%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%94%E5%87%BA%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9C%A8%E5%87%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%9A%E6%9C%AC%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E5%AE%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B4%E6%9C%A8%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%A0%E8%97%A4%E5%91%A8%E4%BD%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E7%94%B0%E4%B8%80%E6%98%A5%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%80%E8%AA%9E%E5%AD%A6%E8%80%85%E3%81%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A9%E5%9D%82%E6%9A%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%9A%E6%9C%AC%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%9D%9C%E5%A4%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%83%E5%8B%A2%E5%8D%9A%E4%B8%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%9A%E6%9C%AC%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E5%B1%B1%E6%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%9A%E6%9C%AC%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%B1%B1%E5%BA%B8%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%83%E3%82%BB%E3%82%A4
https://earphoneguide.stores.jp/items/657265e416b7bc0875a14822


4. ^ 作家佐藤愛⼦が⼈⽣90年を迎えるにあたって執筆した⼤作。

1. ^ a b https://kenshu.co.jp/ 左記は、有限会
社研修設計HPのトップページ。ここに池⽥
元の簡単な経歴が掲載されている。

2. ^ a b c https://zuishun-
episode.amebaownd.com/posts/23057733 
左記は、随筆春秋資料室HPの1ページ。
「随筆春秋とは」と題して、随筆春秋に関
する説明事項が記載されている。ここに、
池⽥元の役職や役⽬などについての記述が
ある。

3. ^ a b https://kenshu.co.jp/99_blank052.html 
左記は、研修設計公式HPの1ページ。池⽥
元の先祖のことが⾃⾝の筆により綴られて
いる。

4. ^ https://www.kabuki-bito.jp/news/7725 左
記は、歌舞伎公式総合サイト「歌舞伎美
⼈」HPの1ページ。「松緑出演『荒川⼗太
夫』10⽉歌舞伎座で上演決定、「神⽥松
鯉‧神⽥伯⼭ 歌舞伎座特撰講談会」も開
催」とのタイトルでこの件に関して、詳細
が記述されている。以下はその冒頭部分。
――2022年10⽉歌舞伎座「⼗⽉⼤歌舞伎」
において、講談師で⼈間国宝の神⽥松鯉が
⼝演する名作「荒川⼗太夫」をもとに、尾
上松緑主演による新作歌舞伎の上演が発表
されました。――

5. ^
https://www.kabuki.ne.jp/topics/2022/4192/ 
歌舞伎公式ホームページ「歌舞伎 on the
web」に当該事実が記載されている。

6. ^ a b c d e f g h i j k l m n o https://zuishun-
episode.amebaownd.com/posts/23057733 
左記に、「主な関係者⼀覧」「同⼈誌 随筆春
秋の組織」として、近藤健が代表を務め
る、随筆春秋との関係性についての⼀覧が
記述されている。

7. ^ a b c d e f g h i j k l m https://zuishun-
episode.amebaownd.com/posts/23046942
左記は、「随筆春秋資料室HP」内の「随筆
春秋の沿⾰」のページ。ここに、池⽥元が
代表理事を務める随筆春秋と、遠藤周作、
北杜夫、⾦⽥⼀春彦、堀川とんこう、佐藤
愛⼦、⽵⼭洋、近藤健らとの関係性が記述
されている。

もりいくすお（イラストレーター）
随筆春秋
随筆春秋賞
佐藤愛⼦奨励賞
佐藤愛⼦（直⽊賞作家）
堀川とんこう（プロデューサー、演出家）
⾼⽊凛（脚本家、ノンフィクション作家）

出典

関連項⽬

https://kenshu.co.jp/
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23057733
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23057733
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://kenshu.co.jp/99_blank052.html
https://www.kabuki-bito.jp/news/7725
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E6%9D%BE%E9%AF%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E6%9D%BE%E9%AF%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E4%BC%AF%E5%B1%B1_(6%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AC%9B%E8%AB%87%E5%B8%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%96%93%E5%9B%BD%E5%AE%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E6%9D%BE%E9%AF%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%BE%E4%B8%8A%E6%9D%BE%E7%B7%91_(4%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%BE%E4%B8%8A%E6%9D%BE%E7%B7%91_(4%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
https://www.kabuki.ne.jp/topics/2022/4192/
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23057733
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23057733
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23046942
https://zuishun-episode.amebaownd.com/posts/23046942
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%A0%E8%97%A4%E5%91%A8%E4%BD%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%9D%9C%E5%A4%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E7%94%B0%E4%B8%80%E6%98%A5%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E5%B7%9D%E3%81%A8%E3%82%93%E3%81%93%E3%81%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E5%B1%B1%E6%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%82%E3%82%8A%E3%81%84%E3%81%8F%E3%81%99%E3%81%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86%E6%98%A5%E7%A7%8B%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90%E5%A5%A8%E5%8A%B1%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%84%9B%E5%AD%90_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E5%B7%9D%E3%81%A8%E3%82%93%E3%81%93%E3%81%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9C%A8%E5%87%9B


⽵⼭洋（脚本家、⼩説家）
中⼭庸⼦（エッセイスト、イラストレイター）
近藤健（エッセイスト）

くすや-個⼈的忠⾂蔵ファンサイト（もりいくすお） (https://kusuya.net/)

随筆春秋 公式ホームページ (https://zuishun.themedia.jp/)

随筆春秋「会員の部屋」 (https://zuishun.net/)

随筆春秋資料室 (https://zuishun-episode.amebaownd.com/)

随筆春秋の出版物 (https://zuishun-bookshelf.themedia.jp/)

随筆春秋チャンネル（YouTube） (https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTE
ouy5-qpw)

随筆春秋の画家 ⼭下暎⼆ (https://zuishunpicture.amebaownd.com/)

近藤 健 公式ホームページ (https://conkendo.amebaownd.com/)

池⽥ 元 公式ホームページ (https://hajimeikeda.amebaownd.com/)

有限会社研修設計ホームページ (https://zuishun.net/kenshu-sekkei/)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=池⽥元&oldid=102174098」から取得

外部リンク

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E5%B1%B1%E6%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%B1%B1%E5%BA%B8%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E8%97%A4%E5%81%A5_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://kusuya.net/
https://zuishun.themedia.jp/
https://zuishun.net/
https://zuishun-episode.amebaownd.com/
https://zuishun-bookshelf.themedia.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://www.youtube.com/channel/UCD32Qx_fHwxVpTEouy5-qpw
https://zuishunpicture.amebaownd.com/
https://conkendo.amebaownd.com/
https://hajimeikeda.amebaownd.com/
https://zuishun.net/kenshu-sekkei/
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%B1%A0%E7%94%B0%E5%85%83&oldid=102174098

